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要   約  

「香港西部海底トンネル」は，南港臼と九龍、作占を結ぶ片側二う車線，香港でこう番【」の道路海  

底トンネルプロジェクトである．プロジェクトはBOT方式によって香港政庁から西部海底  

トンネル株式会社に工事から運営の朝が委託されており，このうち設計及び工事施工は当  

社をリーダーとする共同企業体によって・柄で請け負われている．  

九龍半島側に位置する当該工事区域は1二幸着卜後に埋立てが完了し，埋立て後のf二賀詞査に  

より入札時の設計の変更を余儀なくされたが，地中連続壁を仮設山留として採用することに  

よって切梁の段数を大幅に減らし，当糾の工事費と工期を維持した．また弱齢地盤での大規  

模開削工事であり，山留工の安全性を確認する目的で計測施工を採用した．このことによっ  

て，問題の発生に速やかに対応することができ，工事を無事進めることができた．  

§1．はじめに   

1997年の中国返還を間近に控えた香港では総合インフ  

ラストラクチャー整備事業が精力的に進められている．  

「香港西部海底トンネル」は香港島と九龍半島を結ぶ片側  

3車線規格を適用した海底トンネルを建設するプロジェ  

クトであり，西部海底トンネル株式会社（以下WHTC）  

が，BOT方式による建設から有料道路運営までを香港政  

けから付与されたフランチャイズ権により請け負ってい  

るものである．   

全体工事は図－1に示すように，海底部沈埋トンネル，  

陸上部開削取り付けトンネル，料金所，インターチェン  

ジ等から構成されており，当社をリーダーとする熊谷組   

目  次  

§1．はじめに  

§2．工事概要  

§3．地質概要  

§4．取り付けトンネルの構造と施工方法の選定  

§5．山留工  

§6．まとめ   

★香港（支）香港第三海底トンネル工事事務所  

★★香港（支）土木部設計課  
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表－1取り付けトンネル主要⊥積数量表  

】二 桶   什  様  中位  数 量   

鉄筋l二   nln～D50  ：i，800  

型枠l二  田  18，850  

コンクリートl二    縮鹿度二ぅうMPa～娼MPa   27，200  

構  り  さ1．うmm，涯l－i系シート   田  18，500  

友十帥t   築  

可撞継ぎ㌢  伸縮ゴムシMル  筒所   2  

脾1iダクト＝  
コンクリート／＼ネル  りこさ200m  5，750  

舗装l二   りこさ1：10mmアスファルト  5，二う00   

地中連続増  けさ1．2m，深さ24－40m E 
鉄筋l〔126kg／mう  m  12，〔う00  

■＝吊f「し   H－ニう50×：i50×12×19  
H－400×400×1：う×21  240  

山  

JlノJ l‖  H－ニー5nXニi50×12×19－  
H  －4二う8×二117×：う0×40  1，0二う0   

切梁受け他  ［ェ：i8nXlOOXl：う×20他  2とiO  

掘削   深さ12～22m  m■；  1：う1，700  

叩めJ来し  nl；  65，000   
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図－1 プロジェクト概要図  

との共「l可企業休（NishimatsuKumagaiJointVenture以  

卜NKJV）がWHTCより請負金観約800倍「TJで【二車を．請  

け負っている．   

本報では，埋＼tて完J′直後の西九経理立地に閲削I二法  

で建設された蹴り仙ナトンネルについて．掘削、山留方  

式の設計，選定、施1」計測及び問題発牛時の対策につ  

いて報…与する．  

1．2皿厚 地申達続壁  
埋立地盤高＋5．0【nPD  

‘叩過し 

§2．工事概要  

九絶半島側取り付けトンネルの1二事概安を以卜1こホす．  

Ⅰ二・拝れ ：香港西部海底トンネルl二事  

企業先 ：西部海底トンネル株式会社（WHTC）  

I二則 ：1993隼8Jj～1997隼6fl（47ヶ＝）  

l二事場所：西九龍埋立地   

本文にて報Hする取り付けトンネルは，地卜邪から沈  

岬トンネルヘの進人格となる縦断勾配5％、延長2川m．  

上り4■li線，卜り：う中線のポリクスカルバート構造から  

なる陸上部開削トンネルである．上師）†車ナトンネルは，最  

深部で沈埋トンネル接続のためのlリ形地卜構造物である  

トンネル換気立杭に．陸側は、り也卜式U型構造物である  

オープンランプに各々接続されている．構造断面図を図－  

2に．i二要l二椎とその数量を表－1にホす．  

周一2 取り付けトンネル・般構造図  

t頗と沖積砂屑との間に．1m和度の惇さのナ毎成堆積物が  

賎〟する箇所が部分的に存在している．  

地卜水位は埋立地が面しているビクトリアハーバーの潮  

†吊二合わせて卜Fするが，仮設構造物設計時には＋2．5mP  

D．（GL－2．5m）を使用した．ト質縦断図を図一3に  

上質定数を表－2にホす．  

§4．馴ノ付けトンネルの構造と施工方法の選定   

4－1設計施エー括請負の特徴   

NKJVは、11．該プロジェクトぴ〕うち．i楚．汁，姐言笠棚－■】を 一肌  

してWHTCより請け負っており．1二車全体の．汁l由i．管f軋  

朋整を行っている．  

】二軒ま．ファーストトラ、ソク〟式と呼ばれる．設計と  

施「を同時進行的に進めていく〟法で行われたが．この  

〟式は人fL時と施1：時の工事内容の相違．設計承認及び  

賢材発注に対する時間的制約等のリスクを合んでいる．  
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§3．地質概要   

Ⅰ二幸簡所は．九龍、粍j′突端部の西側に造成された西九  

施埋、〃也に位置し．1991牛から199：う牛にかけて海成堆積  

物の搾漂を行なった後．海砂によって押立を行ない造成  

された弱齢地盤で．1二事古f時には部分的に岬、tてが完  

J′していない箇所も残っていた．   

ボーリング調査結果によると＝再区分は．地表面から  

海砂による埋上層．沖積砂層．脱化花樹与1‡居であり了理  
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図－3 卜質縦断lズ1  

表－2 ＝和弘牧 ▲覧表  

・ii一位†射轟付iし二  粘j■りJ  lJ川津服判  ＝珊係放  ’透木係数  

ニ・′kN／nl  〔tkN／l11■  ≠巾Ⅰく（i）  EE（kN／Jll〕 H  K・王11／廿t－・   

f毎砂押上吊   却．〔）   り．（I   ‘．I‾ 、ト）   1二lりりII  ．…L＝ H  

軸成妬帖情   2り．し）   り．（l   二封）    川仰山巨川け≠   

沖樟砂凧   ごり．（J   什力   ‘I【 ．）．）  ごり川州  

風化砧■・こjlン■州   川．（J   1．（I   リ‾ 。）こ）  ー＝州I  

図－5 逆巻き】二法山留l二標準横断図  

・拝を′凰施した．  

4－3 構造と施工法選定までのフロー   

似り付けトンネルの築造に際して．ノ沖11抹＝ほれた構  

造と施l二法選定まで♂）フローを図－4にホし以卜にその  

概要を．；亡す．  

（1）人用喘汁IliI＝適巻き「法）   

人札にl賢しては．施】二条什に適すると考えられる数種  

類の【二法が検l汁されたがい抽絡的に，香濯の地卜鉄等で  

よく過日され．、l†什としてもト分な施Ⅰ瀦髄のある地lい  

連続嘩を山留嘩ならびに本附則璧として仲川する逆巻き  

Ⅰ二法を適川することとした．   

人fL時における‥I甘＝I‾l吋隙準断l桁を図－5にホす．  

（2）人札帖汁l叫の仙l【1二し   

人木L帖．、【i．該1二・糾え域は州＼ンてIいでにあったため，基  

本設計の上質定数は香港政けカ、らり・えられた賢料に基づ  

いて．盲楚定された．1二・拝人「後．川、tてぴγノ■己l′をf、ト〕て行  

われた＝乳凋企の結果を†剰11して，MAI〕BJVにより人fL  

帖汁【l軸二ノ占づいた．苗酬設．汁が行われたが，そグ）初期検．汁  

の毀附で．人fL叫に．汁Ill‡iされた逆巻きl二法による地小過  

紺！．モと中川友†寺手心二よって拘束されたボ、ソクスカルバー   

図－4 施Ⅰ二法退定までのフロー  

†文面，牡！ミされている什様を満出させていれば．．‡楚．汁と  

施Ⅰ二計l咄二l判して．「費の削減及びⅠ二例の如縮を＝的と  

した施1二榊）＝l暮Iな発想を収り人れることが‖†能である．  

そのため常に．i，㍍†・部l一りと施Ⅰ二椰門が・休となって．昔兄を  

交接しあい 最吉の1二法を惟索しながらlニー拉は進められ  

た．  

4－2 設計施工体制   

NKJVの卜に施L二部門として西松建設と熊手錆上上が．．‡ノ最†■  

部＝として一言笠．汁コンサルタンりⅤが紺渦ほれており、往々  

の朋整はNKJVのプロジェクト監理組織を通じて行われる．   

木調こ荷造物．．酬鋸二ついては香港での人里巨匪）設計  

経験鵠・：キなMaunsell・Acer・ParsonsBrinckerh（）rfU）  

二川二の．‡楚．汁コンサルタントによるJV（以卜MAI）IiJV）が  

設計をおこか、，仮設構造物については．西松建．役．熊  

往紺が汽々のl二l大の．i楚．汁を行うものとした．二れら2部  

門は恒、に協朋して施Ⅰ二及び．i楚．il－グ）佃里ヒを図り．NIqV  

の監理紺副港道化て行港較けの．il．汁．施1二／斥ふどを取り「   
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ト構造では，沈F特件や支持力の分抑等に関して構造的  

なオ盾が′トじることが、Fり明した．二れを受けて∴楓汁及  

び施l二計l由iの見直しを行なうこととなった．  

（：り 構造形式の設定   

初期の段階で判明した構造上の問題点を解決するため，  

地「lI連続慢を本体構造物から分臆し，掘削中における山  

留及び連木効果のみを受け持つ仮．甘構造物とし順巻きl二  

法にて施l二する案を検討することとした．   

仮設11溜壁を鋼製切梁で支持しながら掘削するという  

方法はごく・蝦的な掘削‾l二法であるが．香港においては  

地【い連続璧を仮設としてのみ使用するという概念はあま  

り・蝦的ではなく．人札時計画の見直しに際しては，l二  

酉とⅠ二期のIiIj面についてぃ分に検討を重ねた卜で、Fl脚fを  

行うこととした．   

見直二し案の最人のメリットとしては，地巾連続壁を似  

．甘構造物として使什けることによって沈卜 変形に対す  

る許容値を大きく取ることができ，切梁の鉛直万「旬間隔  

の拡人，切梁材の剛性の低減が可能であると考えた．  

、紬i．トンネル換気寸坑の地【い連続壁が宕消している  

ため∴換気立坑と取り付けトンネルとの間のイく等沈卜が  

問題となる．換気立坑とトンネルの接合部が固定された  

状態でトンネルが沈卜を起こすと，トンネル縦断山裾二  

応力が発′Lし．トンネルの施Ⅰ二郎ぎh部でズレが／f二じて  

しまう簡険性がある．したがって．トンネルの施⊥継ぎ  

「のうち2筒仰二叶格納ぎーを設けて，イく等沈卜による  

ズレを吸取させるものとした．  

（4）仮設山留I二の設計   

見【自二し案に対する設計は，地中連続璧の本設構造物か  

ら仮設構造物への変更により、里上が独l′lで行ったが，Ⅰ二  

事施1二を留意して以卜の基本方針に阜jりり行われた．  

甘山留壁は仮設構造物として人きな変位を許容する．  

三女保I二に脂起しを使用せず．かつ地■fl連続壁l′I体の川   

転を起二さないようにする．  

3切梁は鉛直〟l軸閥隔をできるだけ広くして段数の減少   

を図る．  

喜郎体構築のl葦，躯体の■いに町梁材を／f置しない．  

（5）施l二．汁【叫   

両留1二の設計は上述の基本方針を満足する形で什上が  

った．二れにより．通常考えられる地卜部からのクラム  

シェル．クレーンによる掘削上の搬出及び切梁架設を掘  

削盤からじかに機帖を川いて行なうこととして施Ⅰ二．汁ItlIi  

の作成を行った．  

t掘削［汁l由i   

掘削横断面のlい央部分を先行掘削し、ダンプトラック  

通路としてバックホーによるダンプトラ、ソクへの掘削仁   

のl自二積．搬出を行なうものとした．  

岩切梁架設計画  

相料搬人はダンプトラック通路を使用してクレーンロー  

リーにて行い．架設は基本的に負荷表示器を取りf車ナた  

バックホーにて行なう．  

・3補助クレーン   

50tクレーンを地卜部山留壁背面に1台配置し，掘削l二  

の直積み，搬出が困難な場合が想定される切梁の3～4  

段部分の掘削土搬州補助として．また切梁架設の補助と  

して使用する．  

（6）実施I二法決定   

構造形式の計画変更を行うことにより，掘削山留工に  

おいては支持杭及び切梁の数量が大幅に削減された．逆  

に構築Ⅰ二では側壁構築とその防水にかかる費用が人きく  

増え．支持杭を無くしたことにより構築内の2ヶ所に・・J  

損ジョ イントが必要となった．1二賢については，逆巻き  

1二法時に考えられていた掘削山田め＿工事費を100％とする  

と，このうち約5％を削減できる結果となった．また．＿】二  

期については多少の伸延がP想されたが．切梁の数量の  

大幅削減等によって、作業性能が大きく改善されること  

により，全体1二柁の中でト分これを消化できるものと判  

断された．   

以仁の理由により．実施I二法は仮設地中連続壁使用の  

順巻き1二法を用いることに決定し」二事に着手した．  

§5．山留工   

5－1 山留工の計画及び設計   

本「事は既設構造物が樹囲になく，山田壁背面の沈卜  

などに対して配慮する必要がない．このため，かなり自  

由度の高い11偲の設計が吋能であった．山留1二の言鮎十は，  

l二審の施Ⅰ二しやすさと，コストの低減をト1標とし，§4  

にて述べられた基本方針にHりり．1日甘璧には地中連続璧  

を採用し，切梁支保Ⅰ：を用いて山留壁を保持する構造と  

した．また，山留壁にかかる上圧を低減させ山留壁の設  

計を有利にするために，当該取り付けトンネルの周囲15m  

の区間の地盤をあらかじめ法切りオープンカットにて＋  

2．8mPD．（GL－2．2m）まで掘削しておくものとした．  

【lJ留l二の平面図，縦断図及び使用切梁村・覧を図－6に  

代表横断面図を図－7に．また山留内でのダンプトラッ  

クによる掘削f二直積，搬出状況を写真－1にホす．  

（1）山留壁   

山留壁に用いる地中連続璧は．壁パネルの配置∴切梁  

の間隔等の基本計画を行った卜で，BachySoletanche杜  

の設計施「とした．設計の結果，地中連続壁は引張り許  
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」且皿吐L旦」些  

地中連続壁捏入鹿  

［」［VATl上世  

図－6 順巻き工法山留工平面・縦断及び計測位置図  

11■80  11480  

上21  

容応力度230MPaの鉄筋と許容曲げ圧縮応］］度11．7MPa  

のコンクリートを使用し，1パネル6．5m．厚さ1．2mと  

した．コンクリートの1m・1当たりの鉄筋量は126kg／m；  

となった．なお山国壁の設計に際しては，Bachy  

Soletancheは，自社開発の山留弾塑性解析プログラムを  

用い設計を行った．  

（2）切梁支保工   

切梁の設計は，BachySoletanche杜の山留弾塑性解析  

結果より，各施l二段階に於ける切梁架設位置での支点反  

力を用いて行なった．設計に際して，以卜の点に留意し  

た．  

1胡脚」時において重機掘削を容易にするため．水平方向   

に3．Om以上．鉛直〟向に3．5m以上の間隔を確保する．  

芝躯体構築の施工手順が．最抑二底床のコンクリートを   

才J一謂し，次に側壁と上二床を同時に寸r設することになる   

ことを考慮し，底床及びH末よりも1，コm＿1二方に切梁を   

架設し作業性を確保するものとした．  

卦躯体構築の際に，躯体の中に切梁が残らないように配   

置を決定した．   

香港内には加工された切梁村が存在せず．また当該r二  

l序のように ▲度に多量の鋼材を使用する場合は．必然的  

に鋼材を海外から輸入することになる．こうした場合．切  

梁の設計は材料による制限がなくなるため．かなり自由  

に行うことができる．本t二幸では切梁川はH鋼を使用す  

るものとし，設計荷重に対して必要な断面作能をイーfする  

生材を輸入．現場で加工して切梁として使用するものと  

した．   

設計の結架切梁の水平間隔はこう．2ニmとし．掘削深さに   

図－7 順巻き1二法山留Ⅰ二標準横断図  

表一3 計測項‖・愚意  

．汁測J貢Il   ．侶糾機㌫  獅ほ  頻度   ノ、L側   

辿壁♂）変形  抑人．u軒斜．汁  ．〕  1l■】レ51l   ・○Ⅰ   

U♪粟の刷りJ   ひずみ．汁   1l111ハIJ   G）S   

連堅明変1－1（   測王l三：   川－レう！J   △れ】   

脚比両断L♂用卜  レベル測呈‡ミ    川≠左l†   △ト1   

地卜永い  センサー付きメジャー  二う2  帥り／11†  コSP●DN，DS   

写真－11二事施工状況  
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deflection（mm）  
－40  0  40  80 120 160 2（拍  

denection（mm）  
－40  0  40  80 120 160 200  

計測断面3  

園－8 山留壁変位図  
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図－9 切梁軸力変化図  

応じて1～4段架設するものとした．  

（：ミ）ディープウェル   

山留壁の根入れを砂質地盤で1上めるため，山留内の水  

位の低ドと掘削地盤の安定を図ることを目的として，地  

卜水位低卜工法としてディープウェルを採用した．本1二  

幸は1二幸区間の同国に既設構造物．二哩詔物等が存存しな  

いため，掘削地盤の受働耐力の増加を図ることを臼的に．  

掘削に先立ち山留内の水位を最終掘削時の水位まで 一局  

にFげることとした．  

5－2 計測計画   

本い甚では，両留l：と掘削作業の安全を確認するため  

に表－3に′Jけ1汁洲を行なうものとした．図－6に各．汁  

測ポイントの配置を′Jiす．   

山招壁の変形，変位計測は計測値を設計変位量と比較  

することにより山留壁の安全惟を確認することを目的と  

した．挿入式傾斜計では地中連続壁の下端からの相対的  

な変形を計測することになるため，挿入式傾斜計と地中  

連続壁頭部の変位計測結果とを合成し地中連続壁の絶対  

変位を求めるものとした．   

切梁の軸力は，H鋼のフランジに2ヶ所取りつけたひ  

ずみ計の計測データから検算して軸力を求めるものとし，  

設計軸力の80％を管理目標値として定めた．   

山留工の沈下については，切梁架設後に地中連続壁と  

中間杭とが不等沈下を起こした場合切梁に設計外の応力  
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l■亜勘二沈卜していることが解った．  

5－4 地中連続壁のクラック発生と対策   

4次掘削が完rした晴山で．山留壁表面にクラックが  

党／上しているのが発見された．クラックの人半はヘアー  

クラックであるが∴特に深さ－10mPD．付近に，幅0．9－  

2．5mmのクラックが水ヤ〟向に連続して発′卜している．  

クラックの発見後，山留璧全体に纏って毎【二Jクラックの  

発生状況を目硯観測すると共に，特にクラック幅の大き  

い箇所については，マーキングを行ない，クラック・ル  

ーラー（最小読み値0．05mm）を用いてクラック幅の．汁  

測を行った．その後の計測では，クラック発見当初から  

クラック幅の増加は見られず∴最終掘削完1′の段階で測  

定は中止した．  

（1）原因の調査   

クラック発生の原因として，余堀量が設計の切梁「Il心  

から50cm下までとしていたのに対して，実施工では1．0  

～1．5mと大きかったため，llf留壁の変形が設計よりも人  

きくなっているものと考えた．従って，クラックの発／ト  

がもっとも顕著であった計測断面3について．′実際の余  

堀量を用いて弾塑性解析を行い，余堀量の増加によって  

′‡二じる山留壁の断面力の増加．切梁轍去時の断面力の検  

討を行なった．計測断面3について．余堀呈を考慮して  

山留弾塑性解析を行った結果を図－10に示す．   

クラックが発生したと考えられる2ステップ目につい  

て解析結果と設計値とを比較すると．最大曲げモーメン  

トが45％増加している．さらに地中連糸売壁のコンクリー  

が′トじる結果となるため，地中連番売壁と中間杭の沈F計  

測を行ないイく等沈卜の監視を行なうものとした．  

5－3 計測結果  

．汁洲．汁l叫に構づき美施した一汁測のlノ、J．計泄脚‖】＝及び  

計測断Ihi：うの紀課を図－8填び図－9にホす．ニれら計  

測軋Ii黒から本l二・拝のIl刷上の挙動には以卜のような特徴  

が挙げられる．  

（1）壁位．汁測結果   

掘削に先、tち，ディープウェルによって山留内の地下  

水位を最終掘削段階の計画水位まで一気もに下げたため．  

掘削以前に山留壁の変位が生じている．計測断面1につ  

いては：う次掘削暗から．計測断面3については2次掘削  

暗から11侶慢の変形は急速に進行し，予測値を大幅に上  

回る変形を′lモす結果となった．  

（2）切梁の軸力計測   

切梁軸力は掘削の進行に伴い増加し．次投の切梁架設  

後の掘削に伴って減少している．特に計測断面：ぅにおい  

ては，り」梁の軸力増加は2段目切梁架設のための掘削時  

に急速に増加し，80％を上回る軸力が計測されている．反  

向．最卜持切梁は軸力が予測値の60％程度にしかなって  

いない．  

（3）沈卜計測   

地小連続壁の沈卜はディープウェルの運転と同時に始  

まっており．山田内の水位カミ平衡状態になるのと同時に  

沈卜も1卜まっている．問題硯していた．地中連続壁と中  

間杭のイく等沈下は起きておらず．rf】閉杭も地中連続壁と  

図－10 余堀を考慮したLl僧弾塑性解析結果図   
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ト断面応力．汁算二を行なった結果．鉄筋の．汁容引張応力明  

90％の応力が発′卜している結黒となった．クラックの状  

況から判断すると」両招璧の 一部のパネルでは鉄筋の降  

†人～Lヒリ」のIIi配分という経過を経たものと想われる．こ  

の結果11宿将にクラ、ソクが党′卜し．剛什の低卜を引き起  

こし．楓廿仙と比中交して人きな変形が′卜じたものと考えら  

れる．   

クラックの発′卜位帯が．崩卜段肘梁架ぶのための掘削  

時で♂〕fli人仙げモーメント発て＝、l工置と う資することから．  

最終蹴鞠匪段断ではクラックの発′仁した竹折での曲げモ  

ーメントは減少するものと考えられる．また，り」梁の軸  

力がJl測他の80％印度であるため．山留璧そのものが棚  

削持階で舶壊する相隣性は無いと考えた．しかし、切梁  

の桐よ叫には眠盤スラブと1段Flのり」梁とのスパンが10m  

と井苗に広く，かつ最人仙げモーメントがクラックの人  

った励抑二I中空発′仁することになり，．汁算では鉄筋の．汁  

容づl張応力を超える結果となるため，′安全件を考慮して  

対策l二の′必要性があるものと考えた．  

（2）対策1：   

りノ梁撤よ叫圭発′卜する仙げモーメントの増加Iを抑制す  

るために．山留嘩彗血にディープウェルを．…楚；苦し両留璧  

に作川している水圧を低減させるものとした．対策イに  

よる刷押野）仙げ応力及び切梁の軸力の低減効果を表－  

4にホす．   

二の結架，両甘嘩の曲げ応力は掘削暗に問題となった  

」1f封l切梁架設畔の掘削で／l二じた応力とほぼ川等となり．  

りノ梁軸川二間しては［線計軸力の78．7％まで低減すること  

ができることが解った．したがって」両沼膏面の水位を  

2．Om眠卜させるのに必要なディープウェルの計IltTiをおこ  

ない対策イとして美施した．  

切梁撤去自射ま，地卜水位の低卜に伴う切梁軸力の低1∵  

及び変形の減少は兄られなかったが，切梁轍よ後の切梁  

軸力は，設計他の40～（う0％柁度の軸力しか発′卜しておら  

ず．対策‾T二の検討結果である設計値の78．7％を人きく下  

l‖Iる数仙となった．また，掘削時に発／卜したクラックの  

朋査を行ったが．クラックの進行は見られなかった．   

以卜の結果から、l‥留壁の背面の水位を低卜させるこ  

とにより山留璧の安定に人きな効果があることが確認さ  

れた．  

§6．まとめ  

本報告は．大規模で公共性の高いf二木l：事の 一括詣負  

〃Jべこによる設．汁施1二l二車について．人fLから施1二までの  

・連の流れを・例を円いて概略的に述べた．   

香港で地中連続壁は通常本体構造物の側壁として使用  

し．本1二幸のように仮設山留幣としてのみ使用すること  

は極めてまれである．また，掘削探さが1ニうm～22m柁度  

の仮紬II留でありながら．1．2mと比較的悍い地小連続壁  

を採用し，切梁の段数を減らすといった人椚な設計を採  

川した．このことによって、人fL後の．済条什の違いによ  

る計画の変更に対応することができた．1二幸対象地盤が  

弱齢地盤であり．かつりJ梁約11ニスパンがかなり人きく．か  

って経験のない山留l二となったが，．汁測施1二を取り人れ  

ることにより．安全件の確保と問題児／仁時の速やかな対  

策が‖J能であった．このように本「事では ▲連のⅠ二部を，  

．i笠．汁・施l二の向【而から取り組むことによって．様々な問  

題に対して柔軟に対応し，設計施l二の・括請負〟式によ  

るメリットを卜分に得ることができたものと考えられる．  

‡I本においてはまだ馴染みのうすいBOT〟式であるが，  

香港等の先進国のみならず政府財源の′乏しい発展途上国  

においても．今後の発展を企図したインフラストラクチ  

ャ‥一整備の要求に席づき．BOT五式による「二事やそのも  

とでの ▲措．吾熟i卜施I二でのl二車が椚えていくものと想わ  

れる．本鞘で述べた、11．該l二幸の舘汁、施1ニ ェ連の流れが  

ノ㌻縁の参考になれば辛し、である．  

最後に，、11I二斬二際してIl々尽力噴いている現場のスタ  

リフ1司，またご協力．御指導頂きました本社卜木調計  

部∴伎術研究所の〟々にこの紙面を隅りて沫く感謝の意  

をよします．  

（：う）対策結果  

表－4 対策l二による両留弾塑件解析舶来  

汀I「Itf）】  

．il‘ノ甜‘i   村策仁  

（kN／nlJ  （kN／nl′I   （％1   

圧r   1りー）   Tl十丁  

ヒ．・t．り′∠ノ」  リ  

化Nハ11」   Ⅰうas（l   ∴」★十   ∫吊   り丁・」  

R（IOr  

SlllaX   〔k＼／Tll〕   1「1   ホ2．†；   

1十＼で】   （11】lIけl   －（しコ1   り．コ1  

れ1Illi】l   （kト・lll／【11〉   I 1., ト1   1川i   

ⅠガVPl   t】l1日））   －1ホ．ご（）  －1ホ．？（）  

.2;1 max （kN・Ilり‘Ⅰ両   エ‖＝   ！」二さ，バ   

fsl   （N／111Illl   ごヨγ  ：1二   ～」ご．り   

レⅤ（ゝl   （Illl）け〉   止∴コ＝   ー ∴7（）  
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